上 

小林秀 雄と 島 木 健 作が 小 田 原へ 鮎 釣りに 来て、 三 好 

達 治の 家で 鮎 を 肴に 食事のう ち、 談 たまく ラムネに 

及んで、 ラムネの 玉が チヨ 口/ \ と 吹き あげられて 蓋 

になる の を 発明した 奴が、 あれ 一 つ 発明した > けで往 

生 を 遂げて しまった とすれば、 を かしな 奴 だと 小 林が 

言 ふ。 

すると 三 好が 居ず まひ を 正して 我々 を 見渡しながら 

ラムネの 玉 を 発明した 人の 名前 は 分って ゐ るぜ、 と 言 

ひだした。 



なまり 

ラムネ は 一 般にレ モネ ー ドの 訛 だと 言 はれて ゐる 

が、 さ うぢ やない。 ラムネ は ラムネ ー 氏なる 人物が 発 

明に 及んだ から ラムネと 言 ふ。 これ は フランスの 辞書 

にも ちゃんと 載って ゐる 事実な の だ、 と 自信 満々 たる 

断言な ので ある。 早速 ありあ はせ の 辞書 を 調べ たが、 

ラムネ ー 氏 は 現れない。 ラムネの 玉に ラムネ— 氏と は 

話が 巧す ぎ ると いふので 一一 一人 大笑した が 、三 好 達 治 は 

憤然として、 うちの 字引が 悪い の だ、 プチ. ラ ルッス 

に 載って ゐ るの を 見た ことがあ ると、 決戦 を 後日に 残 

して、 いきまいて ゐる。 

後日、 この こと を 思 ひ 出して、 プチ. ラ ルッス を 調 



ベて みたが、 ラムネ ー 氏 は 矢張り 登場して ゐ なかった。 

フェリ シテ • ド • ラムネ— 氏と いふの は 載って ゐ る。 

その 肖像 も 載って ゐ るが、 頭が 異常に 大きくて、 眼光 

鋭く、 悪魔の 国へ 通じる 道 を 眺めつ、 V けて ゐる やうで、 

を かしな 話 だが、 小林秀 雄に よく 似て ゐる。 一七 八 二 

年 生誕 一八 五 四 年 永眠の 哲学者で、 絢爛に して 強壮な 

思索の 持主であった さう だ。 然し、 ラムネ を 発見した 

と は 書いて ない。 

尤も、 この 哲学者が、 その 絢爛に して 強壮な 思索 を 

ラムネの 玉に もこめ たと すれば、 ラムネの 玉 は 益々 も 

つ て 愛嬌の ある 品物と 言 はねば ならない。 



つた 様子で、 素直な 往生で あつたと いふ。 さう して、 

この 部落で は、 その 翌日に もう 人々 が 茸 を 食べ てゐた 

のであった。 

つまり、 この 村に は、 ラムネ 氏が ゐ なかった。 絢爛 

にして 強壮な 思索の 持主が ゐ なかった の だ。 名人 は、 

た、 V 徒らに、 静かな 往生 を 遂げて しまった。 然し 乍ら、 

ラムネ 氏 は 必ずしも 常に 一 人と は 限らない。 かう いふ 

暗黒な 長い 時代に わたって、 何人もの 血と 血の つなが 

りの 中に、 やう やく 一人の ラムネ 氏が ひそみ、 さう し 

て、 常に ひそんで ゐ るの かも 知れぬ。 たゾ、 確実に 言 

へる こと は、 私の やうに 恐れて 食 はぬ 者の 中には、 決 



して ゐ たので ある。 愛 は 直ちに 不義 を 意味した。 

勿論、 恋の 情熱がなかった わけで はない の だが、 そ 

のシム ボル は 清 姫で あり、 法界 坊 であり、 終り を 全う 

する ために は、 天の 網 島 や 鳥 辺 山へ 蚯 けつけ るより 道 

力る レ 

愛 は 結合して 生へ 展開す る ことが なく、 死へ つなが 

るの が、 せめても の 道 だ。 「生き、 書き、 愛せり」 とァ 

ンリ. ベイル 氏の 墓碑銘に まつまで もな く、 西洋 一般 

の 思想から 言 へ ば、 愛 は 喜怒哀楽 とも に 生きく とし 

て、 恐らく 生存と いふ ものに 最も 激しく 裏 打され てゐ 

るべき もの だ。 然るに、 日本の 愛と いふ 言葉の 中には、 



明るく 清らかな ものがない。 

愛 は 直ちに 不義で あり、 邪し まな もの、 むしろ 死に 

よって 裏 打され てゐ る。 

そこで 伴天連 は 困却した。 さう して、 日本語の 愛に 

は 西洋の 愛撫の 意 を あて、 恋に は、 邪悪な 欲望と いふ 

説明 を 与へ た。 さて、 ァモ— ル (ラヴ) に 相当す る 日 

本 語と して、 「御大 切」 とい ふ 単語 を あみだし たので あ 

る。 蓋し、 愛と いふ 言葉のう ちに 清らかな ものがない 

とすれば、 この 発明 も 亦、 やむ を 得ない ことで は あつ 

た。 

御大 切と は、 大切に 思 ふ、 とい ふ 意味な ので ある。 



の 立場から 不当な 公式に 反抗 を 試みた 文学 はあった が、 

それ は 戯作者と いふ 名で よばれた。 

戯作者の すべてが その やうな 人で はない が、 小数の 

戯作者に その やうな 人 もあった。 

いは、 V 、戯作者 も 亦、 一人の ラムネ 氏で はあった の 

だ。 チヨ 口 チヨ 口と 吹き あげられて 蓋と なる ラムネ 玉 

の 発見 は 余りた あい もな く 滑稽で ある。 色恋の ざれ ご 

と を 男子 一 生の 業と する 戯作者 も 亦 ラムネ 氏に 劣らぬ 

滑稽で はない か。 然し 乍ら、 結果の 大小 は 問題で ない。 

フグに 徹し ラムネに 徹する 者の みが、 とにかく、 物の 

ありかた を 変へ てきた。 それだけ でよ からう。 
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